
た
。
来
年
４
月
以
降
の
利
用

実
績
に
つ
い
て
は
今
後
も
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
紙
１
０
２
８
号
で
も
お

伝
え
し
た
通
り
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
率
は
低
水
準
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
医
療
機

関
は
国
が
進
め
る
「
マ
イ
ナ

保
険
証
利
用
促
進
集
中
取
組

月
間
」
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
促
進
を
す
る
こ
と
で
加

算
点
を
得
て
き
た
。
し
か
し

本
道
の
利
用
率
は
６
月
時
点

で
約
10
％
に
到
達
し
た
ば
か

り
で
、
全
国
平
均
は
10
％
の

壁
を
越
え
ら
れ
な
い
状
況
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
水
準
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
は
点

数
が
最
も
低
い
加
算
３
の
区

分
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

引
き
続
き
利
用
の
案
内
が
必

要
と
な
る
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

　
関
連
し
て
「
医
療
情
報
取

得
加
算
」
も
見
直
さ
れ
た
。

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が

12
月
に
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

　
２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
、
疑
義
解

釈
や
請
求
上
の
留
意
点
な
ど

の
学
習
を
目
的
と
し
た
「
保

険
診
療
セ
ミ
ナ
ー
」
を
７
月

11
日
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
し
、
全
道
各
地
よ
り

１
１
４
人
の
会
員
及
び
職
員

が
参
加
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
伊
藤
寧
審
査
対
策
部
長
の

司
会
の
も
と
、
本
会
審
査
対

策
部
の
担
当
役
員
が
講
師
と

な
り
解
説
し
た
。

　
は
じ
め
に
伊
藤
部
長
よ
り

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
の

改
定
率
、
主
な
特
徴
を
概
説

し
、事
務
局
よ
り「
診
察
料
等
」

に
係
る
改
定
を
説
明
し
た
。

　
次
に
、「
医
学
管
理
料
」
を

説
明
。
生
活
習
慣
病
管
理
料

従
来
の
保
険
証
と
マ
イ
ナ
保

険
証
と
で
区
別
せ
ず
、
初
再

診
と
も
に
１
点
に
統
一
さ
れ

る
。
前
述
の
加
算
と
あ
わ
せ

る
と
、
従
来
の
保
険
証
を
持

参
し
て
受
診
し
た
初
診
患
者

は
医
科
11
点
（
歯
科
９
点
）

の
加
算
で
あ
っ
た
が
、
今
の

利
用
率
を
踏
ま
え
る
と
こ
れ

が
９
点
（
７
点
）
に
な
る
。

　
さ
ら
に
今
後
の
電
子
処
方

箋
や
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
状
況
、
運

用
の
実
態
な
ど
を
踏
ま
え
て

引
き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
マ

ン
パ
ワ
ー
の
不
足
に
よ
り
、

保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る「
資

格
確
認
書
」
を
自
動
送
付
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
。
　
医
療
機
関
等
の
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
促
進
に
よ
り
、

利
用
者
は
増
加
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
ま
ま
の
推
移
で
は

皆
保
険
制
度
と
い
え
る
ほ
ど

の
整
備
が
で
き
る
ま
で
い
つ

ま
で
か
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で

進
め
ず
、
医
療
現
場
の
負
担

増
や
患
者
へ
の
影
響
な
ど
の

問
題
点
を
十
分
に
考
慮
し
た

上
で
、
制
度
設
計
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

　　
中
医
協
に
お
い
て
「
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
」

の
改
定
案
が
議
論
さ
れ
、
即

日
答
申
さ
れ
た
。
来
月
か
ら

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
に
応

じ
て
加
算
を
３
区
分
に
設
定

し
、
来
年
１
月
以
降
は
高
い

利
用
実
績
基
準
に
な
る　
　
。

　
改
定
に
と
も
な
い
「
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
医
療
情
報
等

に
基
づ
き
、
患
者
か
ら
の
健

康
管
理
に
係
る
相
談
に
応
じ

る
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

実
績
」
が
算
定
条
件
に
持
ち

込
ま
れ
、
レ
セ
プ
ト
件
数
ベ

ー
ス
（
経
過
措
置
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
件
数
も

可
）
で
10
％
以
上
の
利
用
率

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は

０
・
12
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
、

２
０
１
４
年
以
降
６
回
連
続

の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
▼
医
療

費
抑
制
は
１
９
８
３
年
厚
生

省
保
険
局
長
の
吉
村
仁
氏
の

医
療
費
亡
国
論
に
始
ま
る
。

少
子
高
齢
化
の
す
す
む
日
本

に
お
い
て
社
会
保
障
費
が
増

大
す
れ
ば
経
済
の
活
性
化
が

失
わ
れ
、
日
本
が
滅
ぶ
と
の

主
張
で
あ
っ
た
。
厚
労
省
が

１
９
９
４
年
に
予
測
し
た
２

０
２
５
年
の
医
療
費
は
１
４

１
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
２
０

０
７
年
に
は
65
兆
円
に
下

方
修
正
さ
れ
、
２
０
２
１
年

の
実
際
の
医
療
費
は
42
兆

円
と
さ
ら
に
低
く
、
予
想
と

現
実
に
は
大
き
な
乖
離
が
あ

る
。
政
府
は
医
療
費
亡
国
論

の
根
本
と
な
る
医
療
費
の
予

想
の
間
違
い
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
、
医
療
費
抑
制
を
見

直
す
の
が
当
然
で
あ
る
▼
財

政
制
度
審
議
会
で
は
、医
師
の

偏
在
対
策
と
し
て
診
療
所
過

剰
地
域
で
の
診
療
報
酬
単
価

の
引
き
下
げ
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
単
価

の
引
き
下
げ
に
よ
り
診
療
所

へ
さ
ら
に
患
者
が
集
中
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
イ
ソ
ッ
プ

物
語
の
「
北
風
と
太
陽
」
で

は
な
い
が
締
め
付
け
だ
け
で

は
偏
在
対
策
と
は
な
ら
な
い

▼
都
市
部
の
医
療
機
関
に
は

地
方
を
支
え
る
た
め
の
医
師

派
遣
等
の
制
度
と
、
そ
の
た

め
の
報
酬
を
与
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

橋本　透
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主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
札
幌
・
石
狩
支
部

　
第
50
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

●
函
館
地
区
支
部 

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

…
面
２

●
時
論
「
後
発
医
薬
品
不
足
と

医
療
上
の
必
要
性
」

●
…
面
３

●
…
面
４

表

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

　
今
年
の
診
療
報
酬
改
定
で
追
加
さ
れ
た
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

の
た
め
の
加
算
制
度
が
大
き
く
変
わ
る
。
12
月
以
降
、
従

来
の
保
険
証
に
お
い
て
新
規
発
行
の
停
止
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
う
け
た
も
の
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
実

績
を
基
準
と
し
た
区
分
に
変
更
と
な
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
が
低
い
医
療
機
関
は
減
算
と
な
る
可
能
性
が
高

ま
り
、
医
療
現
場
に
大
き
な
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

医
療
Ｄ
Ｘ
分
野
を
一
部
廃
止

保
険
証
の
新
規
発
行
停
止
を
う
け

新点数に対応した
内容を説明

歯科各種届出に係る研修会

（
Ｙ
Ｉ
）

医
科
保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
、

　
　
　

請
求
上
の
留
意
事
項
を
解
説

の
算
定
に
つ
い
て
、
算
定
要

件
の
留
意
点
や
算
定
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
交
え
た
解

説
を
行
っ
た
。

　
続
い
て
、
鈴
木
郷
理
事
よ

り
「
在
宅
医
療
」
に
つ
い
て
、

往
診
料
に
新
設
さ
れ
た
在
宅

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
の
対

象
患
者
や
算
定
要
件
等
を
説

明
。
そ
の
他
、
評
価
が
見
直

さ
れ
た
在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
等
の
変
更
点
や
算
定
上

の
留
意
点
を
解
説
し
た
。

　
事
務
局
よ
り
「
検
査
・
画

像
診
断
・
処
方
」
に
関
す
る

改
定
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
後
、

北
村
三
穂
理
事
よ
り
「
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
処
置
・

手
術
・
麻
酔
」
に
関
す
る
改

定
内
容
を
説
明
。
処
置
・
手

術
の
新
た
に
保
険
収
載
さ
れ

た
手
術
手
技
を
解
説
し
た
。

　
最
後
に
事
務
局
よ
り
「
入

院
料
等
」
と
「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
」、
長
期
収
載
品
の

一
部
選
定
療
養
に
つ
い
て
説

明
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
非
常

に
勉
強
に
な
っ
た
」「
今
後
も

参
加
し
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
好
評
だ
っ
た
。

　
７
月
13
日
、
施
設
基
準
の

届
出
等
に
必
要
な
歯
科
の
研

修
会
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開

催
し
、
全
道
か
ら
会
員
及
び

職
員
４
８
３
人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
の
前
半
は
本
会
歯
科

部
の
小
堀
善
則
理
事
に
よ
る

「
歯
科
医
療
安
全
に
関
す
る
研

修
会
」、
後
半
は
北
海
道
医
療

大
学
予
防
医
療
科
学
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
川
上
智

史
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
歯

科
施
設
基
準
届
出
に
係
る
研

修
会
」
を
行
っ
た
。

　
本
研
修
会
の
受
講
に
よ
り
、

今
次
改
定
で
廃
止
さ
れ
た
歯

科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算

（
外
来
環
）
に
代
わ
り
、
新
設

さ
れ
た
「
歯
科
外
来
診
療
医

療
安
全
対
策
加
算
（
外
安
全
）

１
・
２
」「
歯
科
外
来
診
療
感

染
対
策
加
算
（
外
感
染
）
１
・

２・３
・４
」
を
は
じ
め
、「
歯

科
点
数
表
の
初
診
料
の
注
１

に
規
定
す
る
施
設
基
準
」「
在

宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
に

係
る
研
修
」「
口
腔
管
理
体
制

強
化
加
算
（
口
管
強
）」
に
係

る
研
修
要
件
を
満
し
、
届
出

が
可
能
と
な
る
。

　
小
堀
理
事
は
院
内
感
染
防

止
対
策
の
届
出
を
す
る
医
療

機
関
に
、
歯
科
初
診
料
注
１

に
規
定
す
る
施
設
基
準
の
注

意
点
を
説
明
し
た
。

　
次
に
外
安
全
１
・
２
、
外

感
染
１
・
２
・
３
・
４
の
算

定
要
件
、
施
設
基
準
と
経
過

措
置
に
つ
い
て
解
説
し
、
医

療
安
全
に
つ
い
て
は
医
療
事

故
情
報
収
集
事
業
、
事
例
紹

介
、
新
興
感
染
症
に
対
す
る

研
修
な
ど
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

川
上
氏
は
高
齢
者
・
小
児

の
心
身
の
特
性
に
つ
い
て
、

高
齢
者
は
加
齢
変
化
の
特
徴

を
理
解
し
、
多
職
種
協
働
に

よ
っ
て
持
て
る
力
を
最
大
限

に
引
き
出
す
環
境
づ
く
り
、

喜
び
や
誇
り
を
大
切
に
し
た

尊
厳
あ
る
暮
ら
し
へ
の
支
援

の
重
要
性
を
詳
説
し
た
。
小

児
で
は
「
成
長
と
発
達
」
の

繰
り
返
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

心
身
の
特
性
を
十
分
理
解
し

て
日
常
診
療
に
臨
む
こ
と
が

重
要
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
歯
科
疾
患
の
重
症

化
予
防
に
資
す
る
継
続
管
理

で
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う

蝕
管
理
、
根
面
う
蝕
管
理
及

び
口
腔
機
能
の
管
理
に
関
す

る
考
え
方
を
概
説
し
た
。

　
最
後
に
歯
周
治
療
後
の
症

例
、
歯
周
疾
患
の
再
発
等
に

つ
い
て
の
注
意
点
を
解
説
し
、

講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。
要

件
を
満
た
し
た
受
講
者
に
は

後
日
修
了
証
が
送
付
さ
れ
た
。

講師の伊藤 寧部長

講
師
の
小
堀 

善
則
理
事（
上
）と
川
上 
智
史
氏（
下
）

中医協　即日答申

３
区
分
へ
変
更

　
実
績
要
件
を
追
加

点
数「
１
点
」の
み
に

表 医療ＤＸにかかる診療報酬の整理（中医協資料より作成）

※算定要件や施設基準などは省略

2024.12～

加算1
加算2
加算3
加算1
加算2
加算3

11点
10点

15％
～2024.122024.10～これまで

これまで

医療ＤＸ推進体制
整備加算（医科）

2025.1～

10％
30％

マイナ保険証の利用実績

20％
10％
30％
20％
10％

10％
15％
5％

5％

8点
8点

9点
8点
6点

保険証の種類によらず1点

医療ＤＸ推進体制
整備加算（歯科）

医療情報取得加算（現行の保険証）
医療情報取得加算（マイナ保険証）

6点

1点
3点または2点



こ
と
が
人
生
に
お
い
て
い
か

に
大
切
か
を
自
身
の
体
験
を

踏
ま
え
て
解
説
し
た
。

　
講
演
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
の

「
現
行
の
保
険
証
廃
止
阻
止
へ

の
効
果
的
な
運
動
は
」
の
質

問
に
は
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
は
１
９
９

４
年
に
開
発
が
始
ま
り
、
２

０
０
１
年
３
月
に
千
葉
と
沖

縄
で
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

全
国
で
開
始
さ
れ
た
の
は
同

年
11
月
、
２
０
０
３
年
３
月

に
は
全
国
の
９
割
以
上
の
料

金
所
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
設
置
が
完
了

し
て
い
る
。
料
金
所
に
Ｅ
Ｔ

Ｃ
が
導
入
さ
れ
て
20
年
余
り

が
経
過
し
た
。
し
か
し
未
だ

に
料
金
所
に
は
係
員
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

が
無
く
て
も
通
行
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
12
月
に

現
行
の
保
険
証
を
廃
止
し
、

マ
イ
ナ
保
険
証
１
本
に
す
る

の
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
導
入
と
比
べ
て

　
安
倍
政
権
か
ら
加
速
し
て

き
た
軍
事
拡
大
は
、
岸
田
政

権
に
よ
っ
て
露
骨
に
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
軍
事
大
国
化

は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で

歯
止
め
無
き
軍
拡
競
争
に
各

国
を
駆
り
立
て
「
厳
し
い
安

全
保
障
環
境
」
を
深
刻
化
さ

せ
る
構
成
要
素
に
な
る
。
同

時
に
、
軍
事
費
増
は
国
民
生

活
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。
軍
事
対
抗
を
唯

一
の
政
策
選
択
と
し
た
場
合
、

戦
争
リ
ス
ク
を
高
め
、
貧
国

強
兵
化
に
帰
結
す
る
こ
と
を

示
し
、
軍
事
一
辺
倒
で
は
な

い
政
策
の
展
望
が
あ
っ
た
。

　
軍
事
か
ら
外
交
へ
の
シ
フ

ト
と
し
て
平
和
の
た
め
の
条

件
は
、
軍
事
安
全
保
障
、
集

団
的
自
衛
権
（
特
定
の
国
家

の
国
益
に
対
す
る
脅
威
へ
の

懸
念
を
共
有
し
た
対
抗
を
目

的
）か
ら
集
団
安
全
保
障（
特

定
の
脅
威
を
定
義
つ
け
ず
、

特
定
の
国
に
保
障
を
与
え
ず
、

ど
の
国
も
差
別
し
な
い
で
平

和
に
対
す
る
い
か
な
る
脅
威

に
も
対
抗
）
へ
安
全
保
障
共

同
体
構
想
の
継
続
的
探
究
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
前
提
に

は
、
相
互
信
頼
の
醸
成
、
先

制
行
動
歴
史
認
識
の
共
通
化

が
必
要
と
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
大
軍
拡
の
財
源
と
し
て
以

下
の
９
項
目
を
挙
げ
た
。

⑴
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

⑵
国
立
病
院
機
構
、
地
域
医

　
療
機
能
推
進
機
構
の
積
立

　
金
返
納

⑶
中
小
企
業
向
け
ゼ
ロ
ゼ
ロ

　
融
資
基
金
残
金
の
国
庫
返
納

⑷
法
人
税
と
た
ば
こ
税
の
増
税

⑸
復
興
特
別
所
得
税
の
ほ
ぼ

　
半
分
の
流
用
と
課
税
期
間

　
の
延
長

⑹
建
設
国
債
の
自
衛
隊
施
設

　
整
備
と
艦
船
建
造
費
へ
の

　
流
用

⑺
決
算
余
剰
金
の
転
用

⑻
国
有
財
産
の
売
却

⑼
歳
出
削
減

余
り
に
も
拙
速
だ
。
保
険
証

廃
止
に
関
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
国
民
に
誤
解
が
生
じ
な

い
よ
う
事
実
を
報
道
し
て
い

く
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
他

に
「
テ
レ
ビ
は
生
き
残
れ
る

か
」「
吉
村
知
事
か
ら
出
禁
発

言
が
あ
っ
た
大
阪
万
博
に
つ

い
て
」「
玉
川
氏
の
政
界
進
出

は
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
た
。

ら
れ
た
た
め
、
卒
業
後
の
就

職
先
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
。

そ
ん
な
と
き
学
友
の
情
報
か

ら
テ
レ
ビ
局
で
も
自
分
の
希

望
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
を
知

り
テ
レ
ビ
朝
日
に
入
社
し
た
。

自
分
が
好
き
な
仕
事
に
就
く

　
始
め
に
男
女
賃
金
格
差
の

説
明
が
あ
っ
た
。
２
０
２
２

年
７
月
よ
り
企
業
は
男
女
賃

金
比
の
開
示
が
義
務
化
さ
れ
、

メ
ル
カ
リ
が
同
職
種
、
同
等

級
、
同
勤
続
年
数
の
男
女
を

比
較
す
る
と
７
％
ほ
ど
女
性

の
賃
金
が
低
か
っ
た
。
女
性

は
能
力
を
認
め
ら
れ
に
く
い

傾
向
が
あ
る
。

　
次
に
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
実

証
研
究
と
エ
ビ
デ
ン
ス
を
解

説
し
た
。エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
？

と
問
い
、
統
計
学
を
使
っ
て

因
果
関
係
を
厳
密
に
示
し
た

研
究
結
果
で
あ
る
と
説
明
。

そ
の
際
相
関
関
係
と
は
違
う

と
事
例
を
示
し
た
。

　
そ
の
後
、本
題
で
あ
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
話
題
に
移
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
思
い

込
み
例
と
し
て「
育
児
は
母
親

が
す
べ
き
」な
ど
の
個
人
の
信

念
が
社
会
的
ル
ー
ル
と
な
れ

ば
社
会
規
範
と
な
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。さ
ら
に
、「
妻
は

夫
よ
り
稼
ぐ
べ
き
で
な
い
？
」

等
、実
験
結
果
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
、ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
の「
な

ぜ
男
女
の
賃
金
に
格
差
が
あ

　
今
次
改
定
に
お
け
る
厚
労

省
が
示
す
「
改
定
の
基
本
的

る
の
か
」
に
触
れ
た
。
差
別

の
存
在
の
他
、
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
影

響
す
る
と
言
う
。
日
本
の
医

師
の
賃
金
格
差
も
こ
の
研
究

に
関
連
し
て
い
て
「
母
親
ペ

ナ
ル
テ
ィ
」
の
存
在
が
あ
り
、

視
点
と
具
体
的
方
向
性
」
を

説
明
し
た
う
え
で
、
各
項
目

に
つ
い
て
、
保
険
請
求
に
お

け
る
留
意
点
も
含
め
て
詳
細

な
解
説
が
あ
っ
た
。

　
か
強
診
の
廃
止
と
口
管
強

の
新
設
、
う
蝕
・
歯
周
病
の

重
症
化
予
防
の
推
進
、
補
綴

関
連
の
新
設
項
目
を
中
心
に

説
明
が
あ
り
、
歯
科
医
療
機

関
の
二
極
化
が
危
惧
さ
れ
る

改
定
で
あ
っ
た
と
強
調
し
た
。

　
最
後
に
、
薬
剤
の
選
定
療

養
化
を
引
き
合
い
に
、
金
パ

ラ
の
保
険
は
ず
し
が
危
惧
さ

れ
る
こ
と
の
指
摘
が
あ
り
、

疲
弊
し
た
歯
科
医
療
に
お
い

て
、
混
合
診
療
の
拡
大
は
、

更
な
る
疲
弊
に
繋
が
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

診
療
科
に
よ
り
柔
軟
な
働
き

方
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
男
女
の
構
成
比
や
賃
金
格
差

が
異
な
っ
て
い
る
。
柔
軟
な
働

き
方
は
日
本
で
も
っ
と
追
求
で

き
る
の
で
は
？ 

と
ま
と
め
た
。

　
玉
川
徹
氏
は
、
昨
年
７
月

に
テ
レ
ビ
朝
日
を
定
年
退
職

後
も
「
羽
鳥
慎
一
モ
ー
ニ
ン

グ
シ
ョ
ー
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
を
は
じ
め

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｍ「
ラ
ジ
オ

の
タ
マ
カ
ワ
」
に
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
出
演
中
。

　
講
演
で
は
京
都
大
学
に
進

学
し
、
テ
レ
ビ
朝
日
に
入
社

し
た
経
緯
に
つ
い
て
母
の
教

え
や
学
友
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
話
し
た
。
バ

イ
オ
分
野
に
興
味
を
持
ち
京

都
大
学
に
入
学
す
る
も
志
望

す
る
学
部
が
成
績
順
に
決
め
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後
発
医
薬
品
不
足
と

　
　
　
医
療
上
の
必
要
性

　
今
年
の
10
月
か
ら
後
発

医
薬
品
の
あ
る
長
期
収
載

品
に
指
定
さ
れ
た
先
発
医

薬
品
（
以
下
先
発
薬
）
に

つ
い
て
選
定
療
養
が
導
入

さ
れ
る
。「
医
療
上
の
必
要

性
」
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
患
者
が
「
後
発
医

薬
品
で
は
な
く
先
発
薬
を

使
用
し
た
い
」
と
希
望
し

た
場
合
、
両
者
の
差
額
の

４
分
の
１
を
患
者
が
自
己

負
担
す
る
。
こ
の
仕
組
み

は
、
院
外
処
方
だ
け
で
は

な
く
、
院
内
処
方
で
も
適

用
さ
れ
る
が
、
入
院
患
者

は
対
象
外
と
な
る
。
た
だ

し
、
先
発
薬
を
選
択
す
る

「
医
療
上
の
必
要
性
」が
あ

る
場
合
や
在
庫
状
況
か
ら

　
国
は
後
発
医
薬
品
の
使

用
促
進
は
重
要
で
あ
る
と

い
う
考
え
で
、
外
来
後
発

医
薬
品
使
用
体
制
加
算
等

を
設
け
て
い
る
。
後
発
医

薬
品
も
院
内
処
方
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
も
あ
る
。
本
制
度

の
本
格
稼
働
に
は
、
後
発

医
薬
品
を
現
在
の
品
薄
状

態
か
ら
潤
沢
状
態
に
各
医

療
機
関
に
提
供
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

同
じ
生
産
ラ
イ
ン
で
複
数

の
後
発
医
薬
品
を
製
造
し

て
い
る
と
い
う
構
造
的
問

題
解
決
が
急
務
で
あ
る
。

制
度
導
入
後
、
患
者
に
不

利
益
が
な
い
よ
う
注
視
が

必
要
で
あ
る
。 

後
発
医
薬
品
の
提
供
が
困

難
な
場
合
等
は
、選
定
療
養

の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
医
療
上
の
必
要
性
」
が

あ
る
場
合
と
は
、
効
能
・

効
果
に
差
異
が
あ
る
場
合

や
学
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

後
発
医
薬
品
へ
切
り
替
え

な
い
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る

場
合
等
が
例
と
し
て
示
さ

れ
た
。
10
月
以
降
、
様
々

な
例
が
議
論
さ
れ
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の
間

で
「
医
療
上
の
必
要
性
」

の
あ
る
・
な
し
の
疑
義
照

会
に
よ
る
医
療
現
場
で
の

混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。　

　
ま
た
「
医
療
上
の
必
要

性
」
に
よ
り
先
発
薬
を
院

内
処
方
し
て
保
険
給
付
す

る
場
合
、
レ
セ
プ
ト
の
「
摘

要
」
欄
に
理
由
を
選
択
し

て
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
電
子
レ
セ
プ
ト

に
未
対
応
で
あ
る
手
書
き

レ
セ
プ
ト
の
医
療
機
関
は
、

理
由
の
記
載
漏
れ
を
気
に

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
の
弊
害
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
一
方
で
、
院
内
に
後
発

医
薬
品
が
な
い
場
合
は
「
後

発
医
薬
品
を
提
供
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
」
に
該

当
す
る
と
考
え
て
先
発
薬

を
保
険
給
付
し
て
よ
い
と

し
て
い
る
。
院
内
処
方
の

多
い
歯
科
で
は
、
抗
菌
薬

や
解
熱
鎮
痛
薬
の
後
発
医

薬
品
が
な
か
な
か
入
荷
し

な
い
現
状
で
大
き
な
要
件

緩
和
と
言
え
る
。

　
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が
、
８
月
３
、
４
日

に
開
催
さ
れ
、初
日
は
基
調
提
案
と
記
念
講
演
、

２
日
目
は
講
座
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
講
座
の
概
要
を
報
告
す
る
。

第53回

講師の玉川 徹 氏

講師の牧野 百恵 氏

講師の田辺 隆 氏

記 念
講 演

日
本
一
有
名
な

　
　
平
社
員
の
作
ら
れ
方

講
師　
元
テ
レ
ビ
朝
日
社
員

玉
川　

徹

講 座
２

軍
事
大
国
化
す
る
日
本
に

　
　
　

未
来
は
あ
る
の
か

講
師　
明
海
大
学
経
済
学
部
准
教
授

宮
崎　

礼
二

講 座
４

２
０
２
４
年
度
の
難
解
な
診
療
報
酬
改
定
を

整
理
し
つ
つ
、今
後
の
歯
科
医
療
を
考
え
る

講
師　
保
団
連
副
会
長田

辺　

隆

講 座
３

ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
要
因

〜
実
証
経
済
学
の
視
点
か
ら
〜

講
師　
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

　
　
　
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

牧
野　

百
恵

（
監
事
　
重
枝
　
朗
）

（
監
事
　
重
枝
　
朗
）

（
理
事
　
伴
　
宰
子
） 

（
理
事
　
田
辺
　
隆
）

講師の宮﨑 礼二 氏
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は
「
油
」
で
あ
り
、
唐
揚
げ

や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
油

系
の
つ
ま
み
が
良
い
。

　

二
日
酔
い
対
策
に
最
強
の

食
材
は
「
納
豆
」
で
あ
る
。

美
味
し
く
飲
む
た
め
に
は
適

度
な
飲
酒
量
、
食
生
活
、
休

肝
日
、
運
動
な
ど
が
大
切
で

あ
る
。

　

今
後
も
楽
し
く
お
酒
と
付

き
合
う
た
め
、
頭
に
入
れ
て

お
き
た
い
と
思
う
こ
と
が
満

載
で
あ
っ
た
。
続
編
や
マ
ン

ガ
版
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
お

酒
好
き
の
方
は
手
に
取
っ
て

欲
し
い
。

　
酒
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
葉

石
か
お
り
氏
が
、
医
師
や
専

門
家
25
人
に
取
材
し
て
「
カ

ラ
ダ
に
い
い
飲
み
方
」
を
ま

と
め
て
い
る
。

　
血
中
濃
度
を
急
激
に
上
げ

ず
悪
酔
い
を
防
ぐ
に
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
で
き
る
だ
け
胃

に
留
め
、
そ
の
95
％
を
吸
収

す
る
小
腸
へ
送
ら
れ
る
時
間

を
引
き
延
ば
す
か
が
ポ
イ
ン

ト
。
そ
の
た
め
に
有
効
な
の

葉 

石 

か 

お
り 

著

浅 

部 

伸 

一  

監 

修

日 

経 

ビ 

ジ 

ネ 

ス 

人 

文 

庫

（
М
・
Ｓ
）

い
人
の
歯
科
医
院
で
あ
り
、

歯
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
け

る
歯
科
医
院
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
長
期
的
に
安
定

す
る
治
療
と
治
療
計
画
に
つ

い
て
患
者
さ
ん
と
共
有
し
、

説
明
と
提
供
が
で
き
る
医
院

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

ご
家
族
は

　
子
ど
も
３
人
（
長
男
・
次

男
・
長
女
）
と
妻
で
す
。
長

男
は
絵
が
好
き
で
イ
ン
ス
タ

に
自
分
の
デ
ッ
サ
ン
を
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
次
男
は
新

極
真
空
手
全
国
３
位
の
た

め
、
ふ
ざ
げ
て
入
れ
て
く
る

パ
ン
チ
が
痛
す
ぎ
ま
す
。
長

女
は
最
近「
は
た
ら
く
細
胞
」

で
病
理
学
に
熱
心
で
す
。
そ

う
い
う
の
が
好
き
な
と
こ
ろ

は
父
ゆ
ず
り
で
す
。
妻
は
３

より長持ちする治療を
提供したい

鳥井　優樹 先生
円山公園歯科　札幌市・中央区157157

略歴
　北海道余市町出身。2006年日本大学
歯学部卒業。2008年から円山公園歯科
に勤務し、2016年10月に医院継承。

も
ら
い
、
よ
り
良
い
治
療
を

地
域
の
患
者
さ
ん
に
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
い
開
業
し

ま
し
た
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
嬉

　
し
か
っ
た
こ
と
は

　
苦
労
し
た
こ
と
は
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
な
ど
の
時
間
を
長

く
と
っ
て
、
患
者
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
い
医
療
を
提
供
し

た
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

早
く
治
療
し
て
ほ
し
い
患
者

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
医
と
し
て
、
保
険
請

求
の
正
し
い
知
識
を
得
た
い

と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
歯
周
治
療
、
歯
内
療
法
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
下
で
の
歯
科
治
療

で
す
。

―

開
業
し
た
動
機
な
ど

　
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ

と
を
患
者
さ
ん
に
理
解
し
て

さ
ん
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
た
時
で
す
。

　
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
長
い

治
療
期
間
に
耐
え
て
い
た
だ

き
、
患
者
さ
ん
か
ら
治
療
を

受
け
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は

　
常
に
患
者
さ
ん
が
何
を
求

め
て
い
る
か
を
考
え
、
そ
れ

に
対
し
て
自
分
の
診
療
理
念

が
ぶ
れ
ず
に
、
最
良
の
提
案

が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
治
療
の
結
果
が
安
定

し
て
長
持
ち
す
る
た
め
に
、

今
で
き
る
治
療
は
何
か
を
考

え
て
治
療
し
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
歯
を
大
切
に
し
て
い
き
た

人
の
子
育
て
に
奮
闘
中
で
料

理
上
手
で
す
。
趣
味
は
山
登

り
で
野
鳥
観
察
で
す
。 

―

先
生
の
ご
趣
味
は

　
釣
り
と
山
登
り（
軽
登
山
）

で
す
。
い
つ
も
休
み
の
日
は

山
に
行
く
か
、
海
に
行
く
か

悩
み
ま
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
医
院
全
体
の
総
合
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
で
す
。
拡
大

視
野
（
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

下
）
で
の
診
療
を
も
っ
と
充

実
し
て
い
き
た
い
で
す
。
マ

イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
下
で
の
世

界
を
ス
タ
ッ
フ
と
共
有
し
て

い
き
た
い
で
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
よ
り
長
持
ち
す
る
治
療
を
提

　
供
す
る
た
め
、
今
後
も
ご
活

　
躍
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
医
科
歯
科
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　
・ 

ア
ン
ケ
ー
ト
案
の
確
認
を
行
っ
た
。

②（
保
団
連
）２
０
２
４
年
全
国
歯
科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト

　
調
査
に
つ
い
て

    

・  

保
団
連
で
実
施
す
る
ア
ン
ケ―

ト
に
つ
い
て
、
本
会

　

 

も
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

③
街
頭
宣
伝
行
動
に
つ
い
て

    

・
２
題
の
原
稿
案
を
確
認
し
た
。

④
２
０
２
４
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

    

・
歯
科
市
民
集
会

　

   …

進
行
予
定
を
確
認
し
た
。
全
体
の
テ
ー
マ
を

　

   　

決
定
し
、
当
日
の
参
加
役
員
を
確
認
し
た
。

    

・
他
団
体
と
の
懇
談
会
（
歯
科
衛
生
士
会
・
歯
科

　

  

技
工
士
会
）

　

   …

　

月　

日
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

⑤
そ
の
他

    

・
歯
科
保
険
診
療
研
究
（
９
／
５
号
）
の
確
認
を

　

  

行
っ
た
。

第
5
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
8
月
7
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
４
年
度
第
6
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

9
月
11
日（
水
）午
後
７
時

酒
好
き
医
師
が
教
え
る

　
最
高
の
飲
み
方

聞
き
手

事
務
局 

丸
岡

（

）

とりい ゆうき

10

12

　
７
月
30
日
に
函
館
べ
イ

コ
ー
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、
函
館
地
区
支

部
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
11
名
の
先
生
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
怪

我
な
く
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
優

勝
者
は
鎌
田
國
尋
先
生
で
し

た
。
　
表
彰
式
は
会
場
を
移
し
、

９
名
の
先
生
方
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
、
コ
ン
ペ
の

振
り
返
り
、
現
況
の
医
療

の
話
、
家
族
の
話
等
で
40

代
か
ら
80
代
の
先
生
達
が

年
代
の
垣
根
を
越
え
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
札
幌
・
石
狩
支
部
は
７
月

14
日
、札
幌
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
島
松
コ
ー
ス
に
て
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
た
。

50
回
目
と
な
る
記
念
す
べ
き

同
コ
ン
ペ
に
６
名
が
参
加
し
、

競
技
を
楽
し
ん
だ
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
に
は
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
に
て
懇
親
会
と
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。
終
始
、

和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
優
勝
し
た
安
井
隆
弘
先

生
が
豪
華
商
品
を
獲
得
し
た
。

■成績表（敬称略）
順位 氏名 グロス ネット

優勝

準優勝

3位

安井　隆弘

安斉　千裕

司馬　英三

74.4

75.4

76.0

90

91

88

■成績表（敬称略）
順位 氏名 グロス ネット

優勝

準優勝

3位

鎌田　國尋

渋谷　好孝

宮本　一成

74.8

75.2

76.0

82

92

88

安井 隆弘 先生が優勝！

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

札幌・石狩支部

函
館
地
区
支
部

第50回　ゴルフコンペ

安井　隆弘　先生

（
北
條
　
弘
之
　
記
）

一般社団法人北海道保険医会　文化講演会

北の大地で実るもの
ちらしを
本号に同封

　今年の文化講演会は、直木賞を受賞した「ともぐい」の作者で有名
な河﨑秋子先生をお招きして開催いたします。特別企画として
サイン会も行います。ぜひご参加ください！

9月28日（土）
15時～16時30分

と　き

ホテルポールスター札幌
2階コンチェルト

ところ

90名定　員 無料参加費 © 新潮社 申込はこちら

受付開始！ 堅実な資産形成にぴったり！

保険医年金

保険医年金のご紹介動画です。２分で見られますので、ぜひご覧ください

◆ 急な資金需要の場合には、１口単位でいつでも
　 解約できます。
◆ 掛金払込が困難な場合には払込中断も可能
◆ 月払：１口１万円～、自分のペースで積立方法色 ♪々

お申し込み・お問い合わせは、事務局まで 011-231-6281

申 込 期 間 ９月１日～10月25日
加 入 日 2025年1月1日

（2024年9月1日現在）予定（最低保証）利率 1.202％
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大臼歯CAD/CAM冠および
CAD/CAMインレーの適応拡大

○前歯または小臼歯に使用する場合
○第一大臼歯または第二大臼歯にCAD/CAM冠用材料
　（Ⅲ）を使用する場合、その部位の対側に大臼歯によ
　る咬合支持（固定性ブリッジによる咬合支持を含む、
　以下、大臼歯による咬合支持という）がある患者であっ
　て、以下のいずれかに該当する場合に限る
①装着部位と同側に大臼歯による咬合支持があり、そ
　の補綴部位に過度な咬合圧が加わらない場合など
②装着部位の同側に大臼歯による咬合支持がない場
　合は、その補綴部位の対合歯が欠損（PD装着の場合
　を含む）であり、その補綴部位の近心側隣在歯までの
　咬合支持（固定性ブリッジまたは乳歯（永久歯代行を
　含む）による咬合支持を含む）がある場合

　2024年度改定において、CAD/CAM冠用材料
（Ⅲ）の適用対象の拡大・変更により、CAD/CAM冠
（歯CAD）およびCAD/CAMインレー（CADIn）の大
臼歯部への適応が拡大された。以下に簡単にまと
めるので参考にしてほしい。

歯CADおよび歯CADInの適応拡大

歯CADおよびCADIn作製のフローチャート

大臼歯CAD/CAM冠の適用拡大イメージ

○歯CADⅢの場合は大臼歯すべてにエンドクラウンが
　適応とされる

エンドクラウンの適応

○上顎6番または7番の3根のうち口蓋根を含む2根を
　残す分割抜歯を行った場合、歯CADⅢに限り大臼歯
　として算定できる。下顎大臼歯の分割抜歯後には適
　応されない。

上顎分割抜歯後

○下顎大臼歯の歯根分割後に使用する場合は、１つの
　CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）から近心根と遠心根（連結
　冠に限る）に装着した場合（エンドクラウンを除く）は、
　失PZ、連合印象、咬合採得、装着料＋内面処理加算１、
　装着材料料をそれぞれ×２で算定し、CAD/CAM冠
　用材料（Ⅲ）および補管は１歯分として算定する。

歯根分割後

歯CADおよびCADInに関する事務連絡
　Ｍ015－2CAD/CAM冠「２エンドクラウンの場合」
について、CAD/CAM冠用材料との互換性が制限され
ない歯科用CAD/CAM冠装置を用いて咬合面全体を
被覆する形態のCAD/CAMインレーを製作した場合
は算定可能か。

問

答 　算定不可。CAD/CAM冠「２エンドクラウンの場合」
は、歯科用CAD/CAM装置を用いて、歯冠部と髄室保
持構造を一塊にした歯冠補綴物を製作した場合をい
い、咬合面全体を被覆する形態のCAD/CAMインレー
（補助的保持形態を有するものを含む）は含まれな
い。なお、エンドクラウンについては、公益社団法人日
本補綴歯科学会の「保険診療におけるCAD/CAM冠
の診療指針2024」を参考とすること。

（2024.3.28　疑義解釈　その１）

2024年度診療報酬改定の概要【歯科】
厚生労働省保険局医療課　2024年3月5日版より一部抜粋
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001251542.pdf

　留意事項通知（２）のロの①において、CAD/CAM
冠を装着する部位の同側に大臼歯による咬合支持が
ある場合の取扱いが示されているが、同側の大臼歯
２歯にCAD/CAM冠を装着する際に、いずれの部位
も対合歯がありCAD/CAM冠を装着することで咬合支
持が得られる場合は、「同側の大臼歯による咬合支
持」があると考え、２歯を同日に装着してよいか。

問

答 　装着してよい。ただし、第一大臼歯又は第二大臼歯
のいずれか一方に過度な咬合圧が加わらないように
留意すること。

（2024.7.11　疑義解釈　その10）

CAD/CAM冠を装着する部位の反対側に大臼歯による咬合支持（固定性ブリッ
ジによるものを含む。）があり、次の①又は②を満たす場合

改定後

①CAD/CAM冠を装着する部位と同側に大臼歯による咬合支持がある場合
（右上第二大臼歯にCAD/CAM冠を装着する場合の例）

②CAD/CAM冠を装着する部位の近心側隣在歯までの咬合支持があり、対合歯が欠損
又は部分床義歯の場合（右上第一大臼歯にCAD/CAM冠を装着する場合の例）

【例3】装着部位同側（右側）第一大臼歯＋反対側（左側）第二大臼歯咬合支持あり

【例５】装着部位同側（右側）第一大臼歯に固定性ブリッジ（ポンティック）咬合支持あり

【例４】装着部位同側（右側）第一大臼歯＋反対側（左側）第一大臼歯咬合支持あり

【例６】装着部位（右側）近心隣在歯（小臼歯）まで＋反対側（左側）第一大臼歯で咬合あり

【例７】装着部位（右側）の近心隣在歯（小臼歯）まで固定性ブリッジによる咬合
＋反対側（左側）第一大臼歯あり

補填部位の反対側に大臼歯による咬合支持の有無

補填部位の同側に大臼歯による咬合支持の有無

補填部位の近心隣在歯に咬合支持の有無

補填部位の対合欠損か

咬合支持なし咬合支持あり

咬合支持あり 咬合支持なし

欠損ではない欠損である

咬合支持あり

作製（保険請求）可 作製（保険請求）不可

咬合支持なし


